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１ 主題名 大切な友達 中学年２ー（３） 信頼・友情

資料名 「ないた赤おに」 （学習研究社）

２ 主題設定の理由

○ 本学級の児童は 行動範囲の広がりとともにお互いのことが分かり始め 交友関係も広がりを, ,

をみせてきている。 また 友達が 大切な存在であることは理解できている。しかし 相手の気, , ,

持ちを考えることより 自分の思いを押し通そうとする姿もまだまだ見られる。これは 自我の, ,

目覚めに伴い 自己主張が活発になり 友達の気持ちを考えるということより 自分の思いを伝え, , ,

たいという自己中心的な心が働きがちになるからだと考える。

そこで 相手の立場にたって考えることの大切さについて理解ができるようになるこの時期に,

本主題を取り上げ 友達同士 互いに理解し合い 信頼して助け合おうとする心情を育てることは, , ,

意義深いと考える。

○ 本主題は 友達と互いに理解し 信頼し 助け合う ことを主なねらいとしている この 友, , ,「 。」 。 「

達と互いに理解し 信頼する 」ということは 児童の友達作りの基盤となるものであり そこか, , ,。

ら助け合う友情が生まれてくると考える。しかし 日常生活の中では 自分の思いが一番になり, ,

なかなか相手の思いまで考えきれない場面も多くある。

そこで 自分の立場からだけで友達を見がちな児童に 相手の立場に立つことや双方向から考, ,

えるという視点を与えることが大切となる。このことが 互いに励まし合い助け合い ともに向, ,

上していく生き方につながることに気付かせることは 大変意義深いと考える。,

○ 本資料は 村人と仲良くなりたい一心で行動してしまう赤おにが 日が経つうちに 自分のため, , ,

に尽くしてくれた青おにのことに気付き 深く心を動かしていくという話であり 赤おにと青お, ,

にのお互いを思う気持ちから 真の友情を考えさせるのに適した資料である。,

本時指導にあたっては 赤おにの心情に視点をあて 青おにの気持ちを知り涙を流す赤おにの, ,

気持ちを考えていく中で ねらいとする価値に迫っていきたい。導入では 児童に「自分にとっ, ,

て友達とはどんな存在なのか」を想起させていく中で 本時のめあて「友達を大切にする心につ,

いて考えよう 」へと つないでいく。展開１では 赤おにの心情に視点をあてて考えさせる。。 , ,

まず 人間と仲良くなりたくてたまらない赤おにの心情を しっかりと理解させ その上で赤おに, , ,

が どんな気持ちで青おにを殴ったのかを想像させる。さらに 青おにからの手紙を読んで涙を, ,

流す赤おにの心情を 役割演技を通して読みとらせ 自分のことは犠牲にしてまでも 赤おにの幸, , ,

せを願う青おにの姿から 本当に友達を大切にするということはどういうことなのかを考えさせ,

ていく。展開２では 自分のことを我慢して 友達の気持ちを考えて行動したり 優しくしてもら, , ,

ったりした経験を振り返り 価値を自覚できるようにする。終末では「友達」に関するビデオ,

を見ていく中で 友達を信頼し助け合っていこうとする意識の継続を図る。,

３ 本時のねらい

友達同士 互いに理解しあい 信頼して助け合おうとする心情を育てる。, ,

４ 本時 平成２１年 １１月２５日（水） 第５校時 第４学年〇組教室において

, , , , , BGM,５ 準備 資料「ないた赤おに」 拡大挿絵 道徳ノート 言葉のカード お面 音響

ビデオ「友達」



６ 展開

学 習 活 動 教 師 の 支 援段

階

１ 自分にとって友達とはどんな人なのかを ○ 児童が発表してくれたそんな「友達」を

発表し 本時のめあてを知る。 大切にする心について考えていくことを押,

導 ○ 一緒に遊んでくれる人 さえながら 価値の方向付けを図る。,

○ 困ったときに助けてくれる人

入 めあて

友だちを大切にする心について考えよう。

２ 「ないた赤おに」の話を聞く （前半 ○ 教師の範読を聞いて場面が想像できるよ。

部分） うに 読み方や声の出し方を工夫する。,

( ) 教師の範読(前半部分）を聞いて話の ○ 人間と仲良くなりたくてたまらない赤お1

あらすじをつかむ。 にの心情に気付かせていく。また その願,

○ 赤おに・・人間と友だちになりたい いがうまく人間に伝わらず 憤慨している,

○ 青おに・・赤おにの友だち。 赤おにの話を聞いて 人間と赤おにを仲良,

2 ,( ) 赤おにが青おにを殴っている時の気 くさせようと策を練る青おにの優しさも

持ちについて 話し合う。 とらえさせていく。,

〈青おに〉 〈赤おに〉 ○ 人間と仲良くなりたいために 青おにの,

○ ○ 策にのり 青おにを殴ってしまう赤おにのうまくいくといいな ありがとう ,

○ ○ 心情を話し合わせていく。ぼくは大丈夫だよ ごめんね

３ 教師の範読(後半部分)を聞き 青おにの ○ 赤おにの心情に共感させるために 青お, ,

展 手紙を読んで涙を流す赤おにの気持ちを にの手紙の読み方を工夫する （声の大き。

話し合う。 さ。抑揚。間の取り方）

開 ○ を流し 気持ちが入るようにする。BGM ,

１ 青おにの手紙を読んだ赤おにはどんな気持ちでしょう。

○ ごめんね。青おにくん。ぼくは自 ○ 青おにの心から友達のことを思う気持ち

分のことしか考えてなかったよ。 を知った赤おにの心情を 共感的に理解さ,

○ 青おにくん ありがとう。君はぼ せるために役割演技をし 道徳ノートに書, ,

くのことを 心から思ってくれたん き 話し合う。, ,

だね。本当の友達だよ。

。○ これからは ぼくも青おにくんの ○ 価値に迫らせるために意図的指名を行う,

ようなおにになっていきたいよ。 （ 反省 → 感謝 → 友情 ）

４ 自分の生活を振り返り「自分のことを ○ 自分の経験を想起しやすいように 教師,

展 がまんして お友達のことを大切にでき が毎日の生活の中での児童の姿を事前把握,

たなあと思ったこと」を発表する。 をしておき いくつか例をあげる。,

開 ○ 遊びに行こうとしていた時私がこ

けたので 友達が 遊びにいくのをや, ,

２ めて保健室に連れていってくれた。

終 ５ 「友達」のビデオを見る。 ○ ビデオを通して 友達との仲の良い場面,

, , ,を見ることで そんな友達を 心から信頼し

末 相手の身になって助け合って行こうとする

意識の継続を図る。


